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第1章 業務の目的と内容 

 

1－1  業務の目的 

上富良野町は、地域資源の魅力を効果的に情報発信し、交流人口の増加、町産品の消費拡

大等を目指すための複合拠点施設を整備することを検討している。 

本業務は、平成 31年度に予定している複合拠点施設整備基本計画の策定に向けて、概略の

ハード整備イメージを検討するため、想定している導入機能の内容と規模についての基礎調

査を行うものである。 

 

1－2  業務の内容 

（1）導入機能の内容と規模 

複合拠点施設で想定している以下の導入機能の内容と規模（所要室・面積、駐車場・敷地

面積等）について、いくつかの事例を整理する。 

その上で、町が選択した想定規模にもとづいて、ボリュームイメージ、ゾーニングプラン

１案を作成する。 

 

①インフォメーション機能（観光案内等） 

②防災機能（防災倉庫、避難場所、歴史伝承（十勝岳泥流災害）等） 

③農産品加工機能（商品開発用試作等） 

④農産物直売機能 

⑤冬野菜の補完機能（雪温貯蔵等） 

⑥その他（レストラン、トイレ、駐車場、公共施設等） 

 

（2）今後の検討課題 

平成 31 年度に予定している複合拠点施設整備基本計画の策定に向けて、必要となる調査、

検討項目を整理する。 
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第2章 導入機能の内容と規模 

 

2－1  前提条件の整理 

（1）背景 

①広域的な位置 

上富良野町は、町の中央を旭川と富良野方面を結ぶ国道 237 号と JR 富良野線が南北に

走っている。 

また町内をはじめ周辺には丘の風景やラベンダー畑、スキー場など国際的な観光スポッ

トも多く、国道 237号は、国内外から多くの観光客が周遊するルートとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 上富良野町と主な交通拠点及び主な地域の観光入込客数 

 

 

 

  

資料／北海道観光入込客数調査報告書（北海道経済部） 
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②上位計画等の位置付け（第 5次上富良野町総合計画） 

■第５次上富良野町総合計画における位置付け 

上富良野町では平成 21 年に「第５次上富良野町総合計画」（計画期間平成 21 年度～30

年度）を策定している。 

複合拠点施設整備に関連する取組内容としては 

○防災施設の整備促進 

○かみふらのブランドの確立と関連活動への支援拡充 

○地場ブランドの定着 

○地場産品の販売・提供情報を積極的に発信 

○地場産品の情報発信や PR拠点の充実 

○観光情報の積極的な発信と拡充 

○効果のある観光の広域連携の推進 

○多言語対応の観光情報の発信 

などが挙げられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2 第５次上富良野町総合計画の複合拠点施設整備に関連した項目 

  



 

4 

 

■かみふらの総合戦略における位置付け 

上富良野町では平成 28 年 2 月に「上富良野町まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策

定している。 

複合拠点施設整備に関連する取組内容としては、 

○複合的機能を有する拠点づくり構想の支援 

が挙げられているほか、 

○観光情報発信に対する支援 

○地元農産物を活用した 6次産業化の推進 

○防災用備蓄品の整備 

なども位置付けられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3 かみふらの町まち・ひと・しごと創生総合戦略の全体像と複合拠点施設整備に関連した項目 
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③観光入込実態 

上富良野町の観光入込客数は、平成 13 年度の 100 万人をピークに減少傾向にあり、平

成 28年度は 61万人まで減少している。 

全道平均と比較すると道外客の比率が高い一方、宿泊客の比率が低いのが特徴である。 

また、季節変動も大きく花のシーズンである７月に突出して入込が多い一方で冬季間の

入込は非常に低い水準に留まっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4 来訪者の比率（道内・道外）     図 2-5 来訪者の比率（宿泊・日帰） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-6 上富良野町の観光入込客数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-7 月別比率  

31.4%
37.2%

45.0%

68.6%
62.8%

55.0%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

全道 道北圏 上富良野町

道内客

道外客 82.1% 84.6% 87.4%

17.9% 15.4% 12.6%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

全道 道北圏 上富良野町

宿泊客

日帰客

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

全道

道北圏

上富良野町

1,000

610

107

0

200

400

600

800

1,000

1,200

H1 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27

（千人）

観光入込客数 宿泊客延数

資料／北海道観光入込客数調査報告書（北海道経済部） 
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※観光入込実態（外国人） 

上富良野町の外国人の宿泊延数は、平成 28年度で 13,698人泊と町内の宿泊数の 12.8％

を占めており、そのシェアは急激に上昇している。 

宿泊客の国・地域別内訳をみると、台湾や香港、タイなどの比率が全道と比較して高い

一方、中国の比率は低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-8 上富良野町の外国人宿泊延数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-9 外国人宿泊延客の国・地域別内訳（平成 28年度） 

資料／北海道観光入込客数調査報告書（北海道経済部）  
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④基盤整備の動向（旭川十勝道路） 

上富良野町においては、国道 237号と並行して地域高規格道路「旭川十勝道路」の整備

が想定されている。 

旭川十勝道路のうち上富良野町が関係する区間は未事業区間となっており、調査促進要

望区間として位置付けられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-10 旭川十勝道路の整備状況 
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⑤RESASからみた地域の現状 

ＲＥＳＡＳにおける市町村データから上富良野町の現状をみると、上富良野町で生産さ

れる付加価値額は 2013年で 460億円で、うち第 3次産業が 339億円（となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-11 旭川十勝道路の整備状況 

資料／地域経済分析システム（ＲＥＳＡＳ）ＨＰ 
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ＲＥＳＡＳによって、産業分野別の付加価値額をみると、公務が 213 億円で全体の

46.3％を占めているほか、建設業が 61億円（13.3％）、公共サービスが 50億円（10.9%）、

農業が 44億円（8.9%）、対個人サービスが 21億円（4.3％）と続いている。 

移出型（赤色）と移入型（青色）での分類をみると、図 2-13のようになり、公務や建

設業、農業などの分野が域外から付加価値を稼ぐ産業となっていることがうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-12 産業分野別付加価値額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-13 産業分野別移輸出の状況（赤色＝移出型、青色＝移入型） 
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（2）複合拠点施設の立地場所について 

①必要とされる立地場所の条件 

 

【条件１ アクセス性】 

・域外からの利用者と地域内の利用者双方がアクセスしやすい立地であることが必要。 

・域外の利用者向けとして「インフォーメーション機能」「地元農産品のＰＲ機能」を発揮

しやすい立地。 

・域内の利用者向けとして「農産品加工機能」「冬野菜の保管機能」を発揮しやすい立地。 

・高規格道路網の整備後の交通量も踏まえたアクセス性の評価が必要 

 

【条件２ 防災機能の発揮】 

・防災機能を確保できることが必要。 

・想定する災害をどこまでの範囲とするか（火山、地震、暴風雪、河川氾濫など・・）？ 

・対象者は地元住民、旅行者双方を含めるか？ 

・地域の災害の歴史を伝える機能を発揮するためには、域外の利用者のアクセス性も必要

か。 

 

【条件３ 拠点性】 

・隣接した土地への展開（民間事業者等による関連投資の促進）にも配慮する必要がある 

・町の都市構造上の位置付けも考慮する必要 
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②具体的な候補地 

 

【候補地１ バイパス沿い】 

・域外からの利用者と地域内の利用者双方がアクセスしやすい立地。 

・将来的に整備が見込まれる地域高規格道路「旭川十勝道路」のＩＣとも近接。 

・周辺の土地利用も含めて展開可能性が高い。 

 

【候補地２ 日の出公園】 

・地域内の利用者双方がアクセスしやすく、かつ域外客を受け入れる交流拠点でもある。 

・拠点施設の整備により、日の出公園（及び付帯施設）の利活用促進が期待できる。 

・国道やＪＲ駅からのアクセス性が課題。 

 

【候補地３ 市街地内】 

・地域内の利用者がアクセスしやすい。 

・拠点施設の整備に伴い、市街地内の活性化に期待できる。 

・土地利用の自由度が低い点が課題。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-14 複合拠点施設の立地場所について 

地図データ：ＮＴＴ空間情報 
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③立地箇所の検討（案） 

評価 

項目 
①バイパス沿い ②日の出公園 ③市街地内 

ア
ク
セ
ス
性 

・道路利用者のアクセス

性良 

・広域観光ルート上にあ

るので飲食店の出店が

見込める 

・市街地からも近接 

・町民のアクセス性良 ・町民や鉄道利用者のア

クセス性良（ただし、2

次交通が弱い） 

・鉄道利用者のアクセス

に課題 

・既存バイパス沿いの飲

食店との競合もあり得

る 

・道路利用者、鉄道利用

者など域外客のアクセ

スに課題 

・国道利用者のアクセス

に課題 

防
災
機
能 

・広域的な道路利用者、

観光客の避難場所とし

て最適 

・十勝岳噴火時に西回り

に抜けていく際の災害

拠点（中継地点）にな

り得る 

・町民の避難場所として

活用可能（十勝岳噴火

の場合は×） 

・町民の避難場所として

活用可能（十勝岳噴火

の場合は×） 

・町民の避難場所として

は若干アクセスに課題

あり 

・広域的な道路利用者の

アクセスに課題 

・広域的な道路利用者に

は若干アクセス上課題

あり 

展
開
可
能
性 

・近接地への多様な展開

が可能 

・公園関連施設との連携

が可能 

・市街地の既存施設の活

用が考えられる 

・既存商店街への波及効

果が考えられる 

・別途造成費用が必要に

なる可能性 

・自由な土地の確保に課

題 

・自由な土地の確保が難

しい 

・導入機能によっては地

元商店街との競合もあ

り得る 
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2－2  導入機能の内容 

（1）各機能の概要及びイメージ（具体的な機能を整理） 

 

①インフォメーション機能（非営利） 

観光振興拠点施設として、重要な機能となる。壁を使ったパネルによるインフォが主体

（40～60㎡程度をアトリウム一角に設置が多）であるが、コンシェルジュを配置し きめ

細かいサービス行う事例（深川道の駅の改修後など）も多くなってきている。インバウン

ド対応として、多言語での表記や電子翻訳機器の配置も必要になってくる。 

道路情報や天候・災害情報などは リアルタイムの映像や情報を流す必要があるため、

モニターの設置が必要になってくる。 

バスターミナルや停留所を兼ねる場合は、乗車券販売や待合スペースの設置が必要とな

る。 

大小のチラシだけでなく、WiFi設備などの整備も必要となる。 

 

ア：町の紹介 

・行政施設、イベントの紹介 

・観光地の紹介 

・ふるさと納税等の行政窓口 

イ：エリアの紹介 

・上川振興局エリアの紹介 

・富良野エリアの紹介 

・十勝岳エリアの紹介 

ウ：道路の情報 

・国道 237号、道道 291号、道道 353号、道道 581号、道道 759号、道道 70号の情報

を提示 

エ：JR・バスの情報 

・JR富良野線の運航状況提示 

・町営バス、ラベンダー号、ノースライナー号の運行状況提示 

オ：十勝岳の観光情報 

・十勝岳の観光情報提示 

カ：災害の情報 

・十勝岳の火山状況提示 

・吹雪・大雪情報の提示 

・大雨・強風情報の提示 

・川・湖情報の提示 

キ：道、国の情報 

・災害等の情報提示 

・イベント等の情報提示 

  



 

14 

 

②防災機能（防災倉庫、避難場所、歴史伝承（十勝岳泥流災害）等）（非営利） 

町として、本施設を災害対応の施設としてどのように位置づけるか判断が必要である。 

東北の震災では、広い駐車場がある道の駅が災害対策拠点として使われた。そのため、

北海道開発局では 道の駅に防災倉庫（赤井川道の駅など）を設置するなど行ってきてい

る。災害拠点として位置付けるならば、自衛隊等の部隊が滞在できるスペースとして大き

な駐車場を整備する必要がある。 

災害用資材倉庫も、噴火・大震災などの大型災害に対応した資材の備蓄をするのか、吹

雪や大雨による一時的な災害に対応する資材を保管するか、町が位置づけを決める必要が

ある。 

最近、吹雪等の一時避難場所として道の駅を開放することが多くなってきている。どの

災害に対しての避難場所であるかを決めて、それに合わせた建設位置や建物の造りを計画

しなくてはいけない。噴火や土石流からの避難施設を想定するならば、強固な建物が必要

であり、２階が避難スペースとなる必要がある。道路利用者を吹雪や大雨から守るために

は、暖や水、明かりを確保できるようにしなくてはいけない。どの程度の人数を避難民と

して受け入れるかを決めて、施設の規模を決める必要がある。合わせて、自家発電と等の

設備の有無も決める必要がある。 

壮瞥町の道の駅のように、「火山防災学び館」（２階展望室約 160㎡）を設置し、災害に

ついての歴史を知らしめる機能を設けるか、どの程度表現するかを判断しなければいけな

い。 

何人分のなんの資材を保管するかによって、災害用資材倉庫規模が決まる。 

 

ア：災害用資材倉庫 

・国や道からの備品を収める倉庫 

・町の備品を保管する倉庫 

イ：避難場所 

・1次・2次避難所指定 

・観光客の避難所指定 

ウ：歴史伝承 

・十勝岳泥流災害記録の展示 

・吹雪・大雨災害記録の展示 

エ：災害拠点 

・災害対応組織の待機所 

・物資一時保管所 
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③農産物加工機能（商品開発用試作等）（営利） 

雨竜道の駅（当初 131㎡、現在は別棟）、豊浦道の駅（313㎡）など加工場が併設された

拠点施設がある。 

拠点施設に加工場を併設させるメリットは、試作した加工品を横で販売テスト、味見テ

ストができることにある。見せる加工室の造りとすることができるが、見せる作業は吟味

する必要がある。「そば打ち」「ジェラード作り」「菓子パン加工」など 見せる作業とし

てテイクアウト等の厨房を作ることができる。どの加工をどの程度のグループがどの程度

使うかをヒアリングし、機器とスペースを計画しなくてはいけない。 

 災害対応厨房としての位置づけをするかの判断も、いろいろな設備を計画する上で必要

である。 

 HACCP 等に対応する施設か、発酵する食材を扱うのか、そば等のアレルギー対応するの

かでも、区画等の設備に大きくかかわる。その位置づけも判断が必要である。 

・商品開発用農産物加工施設 

・見せる厨房施設 

代表的作物 

・麦類、豆類、水稲、紺菜、馬鈴薯、かぼちゃ、スイートコーン、他 

 

④農産物直売機能 

農産物特産品を販売する売店（当別道の駅 150㎡）は、最低限必要となる。販売するも

のは、町内産に限定するのか、エリアにするのか、また 一般品をどこまで売るのか決め

なくてはいけない。近郊の既存直売所（特に民間）や JA との協力関係を築けるかが大き

なポイントとなる。 

 農産物直売所については、農家が個々に販売するのを束ねるのか 販売方法や品ぞろえ

の整理が必要となる。 

・農産物直売所 

・畜産物直売所 

・魚産物直売所 

・特産品販売所 
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⑤冬野菜の保管機能（雪温貯蔵等） 

農産物の近郊直売所との差別化として、話題性については 一定の成果は望める。しか

し、雪などを使う施設（当別道の駅 雪室 56 ㎡）の維持管理はコストがかかるので そ

の売上げ目標と提供量の想定を十分に検討する必要がある。 

・雪冷房設置の貯蔵庫 

・室貯蔵庫 

・温泉利用施設 

 

⑥その他（レストラン、トイレ、駐車場、公共施設等） 

本施設の運営を どの組織が どのように行うかを 十分に検討する必要がある。 

①～⑤の機能の多くは、お金を生まないない内容となっている。そのため、どの程度の売

上を上げるべきかで、レストラン・テイクアウト・物販の規模が決まる。 

管理組織や運営組織によって、バックヤードの造りが変わってくる。 

おもてなしとしての機能として、「無料休憩室」「24 時間トイレ」「キッズコーナー」も

検討する必要がある。 

なお、季節を問わず、住民が訪れるような施設にするためには、公共施設を導入するこ

とが考えられる。老朽化し建替等の検討が必要となっている「子どもセンター」の一部機

能を設置したり、魅力付けとして「子ども図書館（分室）」のような機能を設置すること

も検討することが望まれる。 

・飲食店 

・テイクアウト店舗 

・チャレンジショップ 

・無料休憩スペース 

・24時間トイレ 

・キッズコーナー 

・子どもセンター、子ども図書館（分室） 

・事務室 

・従業員打合せスペース 

・従業員更衣室・ロッカー室 

・従業員休憩室 

・倉庫 

・物品庫 

・機械・電気室 

・一般駐車場（普通車、大型車、二輪車、障がい者用駐車場、高齢者用駐車場） 

・EV充電スペース 
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（2）施設規模の想定 

敷地候補については、「中心市街地」「市街地端部の国道沿い」「郊外 公園等の近傍」の大

きく 3エリアがある。整備目的と設定すべき機能が決められていない状況ではあるが、イメー

ジとなる機能とそのボリュームを下記にあげる。 

 

 中心市街地 市街地端部の国道沿い 郊外 公園等の近傍 

インフォメー

ション機能 

インフォメー

ション 

40㎡ インフォメー

ション 

60㎡ インフォメー

ション 

60㎡ 

防災機能 災害用資材倉

庫 

40㎡ 災害用資材倉

庫 

100㎡ 災害用資材倉

庫 

100㎡ 

避難場所 無料休憩スペ

ース 

避難場所 無料休憩スペ

ース 

避難場所 無料休憩スペ

ース 

歴史伝承 40㎡ 歴史伝承 100㎡ 歴史伝承 100㎡ 

災害拠点 駐車場スペー

スが小さい拠

点指定なし 

災害拠点 駐車場 災害拠点 立地より拠点

指定なし 

農産物加工機

能 

加工施設 ― 加工施設 HACCP 対応な

し 

災害厨房の位

置づけ 

150㎡ 

加工施設 HACCP対応 

災害厨房の位

置づけなし 

200㎡ 

見せる厨房 ― 見せる厨房 テイクアウト

厨房 

見せる厨房 レストラン厨

房 

農産物直売所

機能 

農産物直売所 40㎡ 農産物直売所 100㎡ 農産物直売所 100㎡ 

特産品販売所 40㎡ 特産品販売所 60㎡ 特産品販売所 40㎡ 

冬野菜の保管

機能 

雪冷倉庫 ― 雪冷倉庫 100㎡ 雪冷倉庫 500㎡ 

拠点整備 

その他 飲食店 ― 飲食店 ― 飲食店 1店舗 

100㎡ 

テイクアウト

店舗 

ドリンク系 1

店舗 

30㎡ 

テイクアウト

店舗 

ドリンク系 1

店舗 

ﾌｰﾄﾞ系 2店舗 

100㎡ 

テイクアウト

店舗 

ドリンク系 1

店舗 

30㎡ 

ﾁｬﾚﾝｼﾞｼｮｯﾌﾟ ― ﾁｬﾚﾝｼﾞｼｮｯﾌﾟ １店舗 

30㎡ 

ﾁｬﾚﾝｼﾞｼｮｯﾌﾟ ― 

無料休憩スペ

ース 

40㎡ 無料休憩スペ

ース 

100㎡ 無料休憩スペ

ース 

100㎡ 

24時間トイレ 80㎡ 24時間トイレ 120㎡ 

災害対応ﾄｲﾚ 

トイレ 80㎡ 

ｷｯｽﾞｺｰﾅ 10㎡ ｷｯｽﾞｺｰﾅｰ 40㎡ ｷｯｽﾞｺｰﾅｰ 100㎡ 

子どもセンタ

ー、図書館 

350㎡ 子どもセンタ

ー、図書館 

350㎡ 子どもセンタ

ー、図書館 

350㎡ 

事務室 30㎡ 事務室 60㎡ 事務室 100㎡ 

従業員打合せ

スペース 

― 従業員打合せ

スペース 

20㎡ 従業員打合せ

スペース 

20㎡ 

従 業 員 更 衣

室・ﾛｯｶｰ室 

20㎡ 従 業 員 更 衣

室・ﾛｯｶｰ室 

40㎡ 従 業 員 更 衣

室・ﾛｯｶｰ室 

50㎡ 

従業員休憩室 10㎡ 従業員休憩室 20㎡ 従業員休憩室 30㎡ 

従業員トイレ ― 従業員トイレ 10㎡ 従業員トイレ 10㎡ 

倉庫・物品庫 20㎡ 倉庫・物品庫 80㎡ 倉庫・物品庫 100㎡ 

機械・電気室 10㎡ 機械・電気室 20㎡ 機械・電気室 40㎡ 

その他廊下等 

居室の 20％ 

90㎡ その他廊下等

居室の 20％ 

260㎡ その他廊下等

居室の 20％ 

370㎡ 

建物計  890㎡  1920㎡  2580㎡ 

駐車場 駐車場 

バス 2台 

普通車 30台 

1050㎡ 駐車場 

バス 10台 

普通車 100台 

4000㎡ 駐車場 

バス 4台 

普通車 60台 

2100㎡ 

合計  1940㎡  5920㎡  4680㎡ 
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※参考～類似施設の諸室面積例 
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（3）ゾーニング 
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第3章 今後の検討課題 

 

3－1  事業手法について 

複合拠点の整備・運営にあたっては、公共が直接整備・運営を行うケース以外にも、指定

管理者制度によって運営管理を民間に委託する方法や、ＰＦＩなどによって施設整備も含め

て民間が行う方法なども考えられる。 

集客・交流施設の整備・運営にあたっては、休日の対応や営業時間など観光需要の変化に

合わせた柔軟なサービス提供が必要になることもあり、いかに民間事業者のノウハウを活用

した手法を検討していくかが課題であり、様々な視点から手法を検討していくことが必要と

なる。 

 

評価 

項目 
①公共による整備・運営 

②運営のみ民間 

（指定管理者等） 

③民間による整備・運営 

（リース方式、ＰＦＩ方式等） 

施
設
整
備 

・多様な補助メニューの

活用が可能 

・多様な補助メニューの

活用が可能 

・公共負担の平準化（サービス

購入量としての延べ払い）が

可能 

・運営面を見据えた効率的な施

設整備が可能 

・運営の効率化（維持コ

ストの削減等）に寄与

する施設整備が課題 

・運営の効率化（維持コ

ストの削減等）に寄与

する施設整備が課題 

・公共の起債等と比較して資本

調達コスト（金利等）が割高

になる 

・地域事業者の参入が難しい 

運
営
・
管
理 

・公的なサービスの質を

保つことが可能（情報

発信、休憩機能等） 

・民間のノウハウを活用

した柔軟な運営が期待

できる 

・民間のノウハウを活用した柔

軟な運営が期待できる 

・硬直的な営業体制が課

題（年末年始の繁忙期

に休業など） 

・維持コスト負担が増大

する可能性がある 

・施設の公共的な役割が

軽視される可能性があ

る 

・施設の公共的な役割が軽視さ

れる可能性がある 

事
例 

○道の駅しかべ間歇泉公

園（鹿部町） 

など 

○道の駅南ふらの（南富

良野町） 

など 

○道の駅サーモンバーク千歳

（千歳市・リース方式） な

ど 
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3－2  その他検討課題について 

（1）季節変動に応じた運営体制 

ドライブ観光客は夏期と冬季で大きな需要の変動があり、道内の道の駅施設は冬季の需要

減が収益性の低さの大きな要因となっている。 

このため、立地箇所の選定や運営手法の検討、施設の検討にあたっては、季節変動の大き

さをいかにして克服し、効率的な運営を行うことが可能かという点が課題となる。 

 

（2）町内事業者の事業活動の活性化 

複合交流拠点の整備にあたっては、この拠点を核としていかに町内事業者の活動を活性化

していくかという点も課題となる。 

この施設の集客力を活用しながら、町内事業者が施設内外で多様な活動を行えるよう配慮

していくことが必要となる。 

 

（3）既存民間事業者間との調整 

上富良野町内には国道沿道を中心に多様な民間事業者が飲食・物販サービスを提供してい

る。 

施設整備にあたっては、これら既存の民間事業者との機能の競合にも配慮するとともに、

相乗効果を高めるような配慮も必要になる。 

 

 

   以上のことに留意して、次頁の検討フローに示す項目について、今後、調査・検討が必要

と考えられる。 

  



 

22 

 

■検討フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．前提条件の整理 

①地域の主な観光振興施設の概況 

②複合拠点施設を取り巻く上位計画及び関連計画 

③上富良野のまちづくりに向けて複合拠点施設が担うべき役割 

２．複合拠点施設を取り巻く市場環境の整理 

①類似施設の立地状況 

②町内における飲食・物販・宿泊機能の立地状況 

③主な道路の交通量 

④地域観光の現状及び今後の観光市場の動向 

⑤交通ネットワークと今後の交通インラフ整備 

３．複合拠点施設を取り巻く関連機関等ヒアリング

調査 

①主要観光事業者ヒアリング 

②関連機関等ヒアリング（農業、防災等） 

 ③関係部署等ヒアリング（子どもセンター等） 

５．基本的方向性及び基本方針の検討 

①施設整備のコンセプト 

②施設整備の基本方針 

７．整備・運営手法の検討 

①整備・運営手法の検討 

②運営コスト等の検討 

③事業スケジュールの検討 

８．施設整備に向けた課題 

４．施設整備の立地検討 

①施設整備に向けた課題 

②候補地の抽出 

③施設整備の立地検討 

６．導入機能及び配置計画の検討 

①導入機能及び施設規模の検討 

②利用客動線計画及びゾーニング設定 

③道の駅周辺エリアの施設配置計画（施設面積表作成） 

④概算事業費の検討 


